
 

 

 

 

 

    

甲賀地域集落営農法人連絡協議会研修会の開催 

 

7 月 29 日(水)に、甲賀集落営農法人連絡協議会の主催により「水稲の単収向上

による集落営農法人の経営改善」をテーマとした研修会が開催されました。当日は

１９法人から３２名が参加されました。当課からは、組織の収益性を改善するため

の水稲の単収向上対策について報告しました。 

 

 研修会では、昨年度経営担当が実施した調査研究の成果に基づき、水稲の単収を

落としている原因と対策とともに、法人が通常総会において、水稲の単収改善を図

るための技術的な検討を行っていたり、ほ場ごとの生育に合わせてオペレータに細

かな管理方法の指示ができている法人は、単収レベルが高い傾向がみられたことを

報告しました。法人における通常総会は決算報告だけでなく作物の技術的な課題も

併せて検討することや、オペレータまかせにせずに管理方法を指示できる体制にす

ることが、水稲の単収向上を図っていくうえで重要であることを提案しました。 

 この報告を受けて、法人組織の単収を向上させる取組に興味を持たれた組織が出

てきています。経営収支の改善は、組織の継続を考える上で大切な要因となること

から、当課では継続して支援を行っていきます。 
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